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〜第23回 カワハギ〜〜第23回 カワハギ〜

2 0 2 3 .  5 月〈  N o . 6 3 7  〉

　体はやや平たく、ウマヅラハギに比べて体高があり、
体長は25cmに達します。水深100mより浅い場所に多
数いますが、時として200mの場所からも採集され、
砂底、貝殻底、岩礁域に多く生息。定置網や小型底
曳網、釣り、刺網などで漁獲されます。
　肉は白身で刺身、塩焼き、唐
揚げ、秋や冬は鍋物などで美味。
肝臓(キモ)も食用として珍重され
ています。
　カワハギはふぐの仲間ですが、
毒はありません。しかし、ふぐ同様に鋭い歯を持って
いるため、釣り人には釣り糸を噛み切ってしまう「エサ
取り名人」などと呼ばれる少し困った魚でもあります。
　名前の由来は、料理する際に体を覆う厚い皮を剥い
で料理することからきているとのこと。また、境港で
は「でんぼ」と呼ばれています。
設置時期　2013年７月
設置場所　旧かとう傘店横駐車場(中町)
寄 贈 者　味処みづき屋
　　　　　資料提供：ＮＰＯ法人 元気みなと

　

境
港こ

う

管
理
組
合(
大
正
町)

は
、
境
港こ

う

外
港
昭
和
南
地
区
の

国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル(

昭
和
町)

に
ガ
ン
ト
リ
ー
ク

レ
ー
ン
２
号
機
を
新
設
。
設
置
場
所
は
、
既
設
の
ガ
ン
ト
リ
ー

ク
レ
ー
ン
１
号
機
横
で
す
。
２
号
機
の
供
用
開
始
は
６
月
下

旬
の
予
定
。
２
機
の
ク
レ
ー
ン
が
稼
働
す
る
こ
と
で
、
国
際

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
処
理
能
力
は
大
幅
に
向
上
し
ま
す
。

　
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
は
、

レ
ー
ル
の
上
を
移
動
す
る
こ

と
が
可
能
な
大
型
ク
レ
ー
ン

で
、
コ
ン
テ
ナ
を
揚
げ
積
み

す
る
専
用
の
吊
り
具
を
持
つ

岸
壁
用
ク
レ
ー
ン
の
こ
と
で

す
。
コ
ン
テ
ナ
ク
レ
ー
ン
と

も
呼
び
ま
す
。

　
２
号
機
の
ク
レ
ー
ン
本
体

は
、
昨
年
10
月
に
岸
壁
へ
の

据
え
付
け
は
完
了
し
ま
し
た

が
、
電
源
に
関
連
す
る
機
材

に
必
要
な
専
用
部
品
の
納
入

が
ず
れ
込
ん
で
い
た
た
め
、

供
用
開
始
ま
で
に
時
間
を
要

し
て
い
ま
し
た
。

　
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
２

号
機
を
設
置
し
た
理
由
は
ま

ず
、
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
増
加

へ
の
対
応
で
し
た
。

　
境
港
を
利
用
す
る
コ
ン
テ

ナ
貨
物
は
、
２
０
３
３(

令

和
15)

年
に
は
２
０
１
８(

平

成
30)

年
の
約
１
・
７
倍
と

な
る
６
・
４
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に
増

加
す
る
見
込
み
で
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｕ
は
、
海
上
コ
ン
テ

ナ
の
サ
イ
ズ
で
す
。
海
上
コ

ン
テ
ナ
は
、
国
際
的
に
統
一

さ
れ
た
構
造
で
、
サ
イ
ズ
は

20
フ
ィ
ー
ト
と
40
フ
ィ
ー
ト

が
一
般
的
に
使
用
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
う
ち
20
フ
ィ
ー
ト

コ
ン
テ
ナ
１
個
分
を
１
Ｔ
Ｅ

Ｕ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
設
置
理
由
の
二
つ
目
は
、

コ
ン
テ
ナ
船
大
型
化
へ
の
対

応
で
す
。

　
現
在
、
境
港
に
入
港
し
て

い
る
１
０
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
級
の

コ
ン
テ
ナ
船
は
、
ク
レ
ー
ン

の
高
さ
と
長
さ
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
取
り
扱
い
に
支

障
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
新
規
航
路
誘
致
や
ポ

ー
ト
セ
ー
ル
ス
に
も
課
題
を

残
し
て
い
ま
し
た
。

　
２
号
機
は
、
１
号
機
の
能

力
を
大
幅
に
上
回
り
、
大
型

船
へ
の
対
応
も
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
ま
す
。

　
理
由
の
三
つ
目
は
、
１
機

体
制
の
も
ろ
さ
へ
の
対
応
で

す
。
現
在
、
１
号
機
は
週
６

２機体制となったガントリークレーン。手前が２号機

日
稼
働
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
点
検
・
修
理
な
ど
で

日
数
を
要
す
る
部
品
交
換
な

ど
の
維
持
管
理
が
困
難
な
状

況
で
し
た
。

　
ま
た
万
が
一
、
ク
レ
ー
ン

が
故
障
し
た
場
合
、
荷
役
が

で
き
な
く
な
り
、
顧
客
の
流

出
、
信
用
低
下
に
つ
な
が
る

危
険
性
も
あ
り
ま
し
た
。

　
同
組
合
の
佐
々
木
俊
二
事

務
局
長
は
「
ガ
ン
ト
リ
ー
ク

レ
ー
ン
が
２
機
体
制
に
な
る

こ
と
で
、
港
湾
機
能
は
大
幅

２
機
体
制
に
整
備

２
機
体
制
に
整
備

国
際
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル

国
際
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル

新
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
供
用
へ

新
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
供
用
へ

新
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
供
用
へ

新
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
供
用
へ

境港管理組合

に
向
上
し
、
港
の
信
頼
性
が

高
ま
り
ま
す
。
そ
の
効
果
で
、

コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
取
扱
量
が

増
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
組
合(

☎

42
―
３
７
０
５)

ま
で
。

２
０
２
３
年
度
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ
大
使

（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
）

平
林
哲
也
氏
が
就
任

王

子

製

紙

前
米
子
工
場
長

　
境
港
市
の
Ｐ
Ｒ
と
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
行
う
２
０
２
３

年
度
の
境
港
商
工
会
議
所

「
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ(
Ｆ
Ｉ
Ｓ

Ｈ)

大
使
」
に
王
子
製
紙
㈱

米
子
工
場(

米
子
市
吉
岡)

・

前
工
場
長
の
平
林
哲
也
氏

(

61
歳)

が
４
月
１
日
付
で
就

任
し
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
平
林
氏
は
大
阪
府
の
出
身

で
、
２
０
２
０
年
４
月
か
ら

２
０
２
３
年
３
月
ま
で
、
同

社
の
米
子
工
場
長
を
務
め
ま

し
た
。
現
在
は
、
同
社
の
執

行
役
員
日
南
工
場
長
と
し
て
、

宮
崎
県
日
南
市
に
在
住
し
て

い
ま
す
。

　
境
港
市
は
「
魚
と
港
と
妖

怪
」
の
３
要
素
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
位
置
づ
け
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
様
々
な
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
境
港
商
工
会
議

所
は
「
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ

(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
」
制
度
を

２
０
０
３
年
に
創
設
し
ま
し

た
。

　
こ
の
制
度
は
、
境
港
に
か

か
わ
り
を
持
ち
、
県
外
で
幅

広
く
活
躍
中
の
皆
さ
ん
を
大

使
と
し
て
信
任
し
、
機
会
あ

る
ご
と
に
大
使
専
用
名
刺
を

配
布
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
境
港
市
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
。

　
現
在
、
ジ
ャ
ズ
ト
ラ
ン
ぺ

ッ
タ
ー
の
日
野
皓
正
さ
ん
を

は
じ
め
、
ジ
ャ
ズ
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
寺
井
尚
子
さ
ん
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の

足
立
倫
行
さ
ん
、
落
語
家
の

林
家
た
い
平
さ
ん
ら
、
15
人

が
大
使
と
し
て
活
躍
中
。
こ

の
た
び
平
林
氏
が
加
わ
り
、

16
人
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　境港商工会議
所は、Webセミナー
を好評配信中で
す。パソコンのほ
か、スマートフォン、
タブレット端末で
も利用可能。
　３ページに詳細
を掲載しています。



一般貨物自動車運送事業

山進運輸株式会社
代表取締役社長 山　口　尚　文

〒684‒0046  鳥 取 県 境 港 市 竹 内 団 地 1 5 8 番 地
代　　　表  TEL 0859ｰ45ｰ2031  FAX 0859ｰ45ｰ4565
第1営業部  TEL 0859ｰ45ｰ2031  FAX 0859ｰ45ｰ4565
第2営業部  TEL 0859ｰ21ｰ3210  FAX 0859ｰ21ｰ3211
E-mail:n-yamaguchi@yamashin.sanin.jp

代表取締役 廣　瀨　信　彦

代表取締役 廣　瀨　康　彦
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ち
ょ
っ
と拝 見

― 三 光 ―

電気自動車を５台導入
脱炭素社会の実現に前進

　

産
業
廃
棄
物
処
理
な
ど
の
環
境
総
合
事
業
を
展
開
す
る
三

光
㈱(

昭
和
町
、
三
輪
昌
輝
社
長)

は
こ
の
た
び
、
営
業
車
両

と
し
て
使
用
す
る
た
め
、
日
産
の
Ｅ
Ｖ(

電
気
自
動
車)

「
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」
を
５
台
導
入
し
ま
し
た
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ

と
拝
見
」
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
展
開
を
行
う
同
社
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
同
社
の
営
業
部
門
や
運
送

部
門
で
は
、
車
両
を
使
う
機

会
が
多
く
、
営
業
車
両
の
一

部
電
化
は
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一

環
で
す
。
現
在
、
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ａ
は
、
主
に
近
隣
の
営
業

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
に
は
営
業
車

両
が
約
30
台
あ
り
、
老
朽
化

の
代
替
に
は
順
次
、
Ｅ
Ｖ
を

導
入
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
同
社
は
産
業
廃
棄
物
を
処

理
す
る
過
程
に
発
生
す
る
廃

熱
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
自
家
発
電
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
こ

の
電
気
を
Ｅ
Ｖ
車
両
の
充
電

先
行
投
資
と
食
文
化
輸
出

実
例
編 

パ
ー
ト
②

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

千
代
む
す
び

酒
　
　
　造

―
グ
ロ
ー
バ
ル
な
海
外
展

開
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
は
何
ヵ
国
に
輸
出
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

「
米
国
、
韓
国
、
中
国
を

中
心
に
20
カ
国
へ
日
本
酒

や
焼
酎
な
ど
を
輸
出
し
て

い
ま
す
」

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー(

竹
内
団
地
、
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
内)

が
境
港
で
積
極

的
に
海
外
展
開
を
行
う
企
業
を
取
材
し
て
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
千
代
む
す
び
酒
造
㈱(

大
正
町
、
岡
空
晴
夫
社
長)

を
訪
問
し
ま
し
た
。

―
海
外
展
開
を
始
め
た
当
初
、

販
促
活
動
で
は
ど
の
よ
う
な

工
夫
を
し
ま
し
た
か
。

「
日
本
酒
の
国
内
市
場
の
縮

小
を
予
測
し
、
１
９
９
５
年

か
ら
輸
出
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
食
文
化
の
異
な
る
海
外

で
、
ほ
か
の
安
価
な
日
本
酒

と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、

飲
み
方
や
料
理
に
合
わ
せ
た

日
本
酒
の
選
び
方
な
ど
、
ノ

ウ
ハ
ウ
や
食
文
化
の
指
導
ま

で
行
い
ま
し
た
」

―
酒
単
品
で
は
な
く
、
食
文

化
を
輸
出
す
る
観
点
が
参
考

に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

海
外
展
開
に
当
た
っ
て
気
を

付
け
て
い
る
点
は
何
で
す
か
。

「
迅
速
な
商
談
と
意
思
決
定

を
行
う
た
め
、
社
長
自
ら
が

海
外
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
パ

ー
ク
リ
ン
グ
日
本
酒
『
Ｓ
Ｏ

Ｒ
Ａ
Ｈ(

ソ
ラ)

」
や
ウ
イ
ス

キ
ー
な
ど
の
新
商
品
、
海
外

向
け
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
開
発
な

ど
、
海
外
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

対
応
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
」

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
、

市
場
の
変
化
を
先
取
り
し
た

先
行
投
資
と
日
本
食

文
化
を
輸
出
す
る
と

い
う
販
売
ア
プ
ロ
ー

チ
が
成
功
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
が
良
く
理

解
で
き
、
輸
出
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て

参
考
に
し
た
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
セ
ン
タ

ー
は
６
月
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
は
初
の
開

催
と
な
る
食
品
展
示
会
Ｊ

Ｖ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
―
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
に

出
展
し
ま
す
。

　
本
年
度
も
海
外
バ
イ
ヤ

ー
と
の
商
談
機
会
を
創
出

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
当
セ
ン
タ

ー(

☎
30
―
３
１
６
１)

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
同
店
は
、
水
木
し
げ
る
記

念
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た

め
に
休
館
す
る
の
を
き
っ
か

け
に
「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

街
な
み
環
境
整
備
事
業
補
助

金
」
を
活
用
し
て
改
装
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
改
装
を
す
る
一
番
の
理
由

は
、
ひ
さ
し
の
取
り
付
け
で

し
た
。
同
店
の
あ
る
本
町
通

り
に
は
か
つ
て
、
ア
ー
ケ
ー

ド
が
あ
り
ま
し
た
が
、
老
朽

化
な
ど
の
理
由
で
２
０
１
７

(

平
成
29)

年
に
撤
去
。
同
店

に
は
、
屋
根
に
ひ
さ
し
が
な

く
、
雨
風
を
し
の
ぐ
の
が
大

変
だ
っ
た
の
で
す
。

　
改
装
工
事
で
は
、
ひ
さ
し

取
り
付
け
の
ほ
か
、
２
階
部

　

釘
谷
履
物
店(

本
町
、

釘
谷
吉
三
代
表)

は
こ
の

た
び
、
店
舗
外
装
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
今

回
の
「
会
員
の
今
」
は
、

同
店
に
登
場
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

分
の
壁
に
防
火
処
理
を
施

し
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の

雰
囲
気
に
合
う
よ
う
、
格
子

状
の
飾
り
も
付
け
ま
し
た
。

併
せ
て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
も
防

火
に
対
応
で
き
る
仕
様
に
変

更
し
て
い
ま
す
。

　
同
記
念
館
の
向
か
い
に
あ

る
釘
谷
履
物
店
は
、
１
９
０

７(

明
治
40)

年
に
創
業
し
、

こ
と
し
で
創
業

１
１
５
年
に
な
り

ま
す
。
店
主
の
釘

谷
吉
三
さ
ん
は
、

現
在
96
歳
。
一
本

歯
の
下
駄
を
履
き

こ
な
し
、
観
光
客

と
軽
妙
に
ト
ー
ク

を
交
わ
す
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
、
意
気
軒
昂
で

す
。

　
釘
谷
さ
ん
は
「
街
並
み

に
溶
け
込
ん
だ
改
装
が
完

成
し
ま
し
た
。
一
人
で
も

多
く
の
皆
さ
ん
に
来
店
し

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
店(

☎

44
―
５
５
２
５)

ま
で
。

５台のSAKURAが同社玄関前に集合

店舗外装をリニューアル
ー 釘谷履物店 ー

会員の今 64境　港
商議所

に
使
う
こ
と
で
、
事
業
活
動

で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ

く
活
用
す
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
。

　
同
社
を
始
め
と
す
る
三
光

グ
ル
ー
プ
は
「
再
エ
ネ
ル
ギ

ー
１
０
０
宣
言
Ｒ
Ｅ 

Ａ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ(

ア
ー
ル
―
イ
ー
・

ア
ク
シ
ョ
ン)

」
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
同
宣
言
は
、
日
本
国
内
の

中
小
企
業
や
自
治
体
、
教
育

機
関
な
ど
が
２
０
５
０
年
ま

で
に
１
０
０
㌫
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
転
換
す
る
こ
と
を
表

明
し
、
共
に
行
動
し
て
い
く

国
内
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ(

枠

組
み)

で
す
。

　
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
の
導
入
は
、

こ
の
取
り
組
み
の
具
体
化
と

し
て
も
、
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

　
同
社
担
当
者
は
「
こ
れ
か

ら
も
、
環
境
に
配
慮
し
た
取

り
組
み
を
ど
ん
ど
ん
し
て
い

き
た
い
で
す
。
ま
た
、
充
電

施
設
が
も
っ
と
た
く
さ
ん
で

き
る
と
、
電
気
自
動
車
の
利

用
は
増
え
る
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

―
５
３
６
７)

ま
で
。

事
業
承
継
個
別
相
談
会

５
月
18
日
開
催

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

市
は
「
事
業
承
継
」
全
般
に

関
す
る
個
別
相
談
会
を
毎
月

１
回
、
第
３
木
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
後
継
者
の
い
る
、
い
な
い

に
関
わ
ら
ず
、
様
々
な
相
談

に
専
門
の
相
談
員
が
応
じ
ま

す
。
相
談
料
は
無
料
で
、
秘

密
厳
守
。
前
日
ま
で
の
予
約

が
必
要
で
す
。

　
同
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

日
時
　
５
月
18
日
㈭
　
午
後

１
時
～
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

経
営
支
援
室(

境
港
市
上
道

町)相
談
員
　
鳥
取
県
事
業
承
継

・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー 

サ

ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

取
材
中
の
同
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ（
右
）

店舗前の釘谷吉三さん Ⓒ水木プロ

2
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角
谷
直
樹
氏
が
記
念
講
演

可
能
性
と
役
割 

新
社
会
人
に
提
起
境港商議所
新就職者激励会

　

境
港
商
工
会
議
所
は
４
月
11
日
、
第
53
回
新
就
職
者
激
励

会
を
開
催
。
学
窓
を
離
れ
た
〝
社
会
人
１
年
生
〟
46
人(

21

事
業
所)

が
参
加
し
、
社
会
生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
は
、
㈱
角
屋
食
品

(

竹
内
団
地)

の
角
谷
直
樹
社
長
を
講
師
に
「
ア
ジ
フ
ラ
イ
か

ら
考
え
る
、
人
生
の
目
標
」
と
題
し
た
記
念
講
演
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
角
谷
社
長
は
大
学
卒
業
後
、

味
の
素
㈱
に
就
職
。
民
間
企

業
の
研
究
員
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
を
歩
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
角
屋
食
品
創
業
者

で
あ
る
父
親
が
病
気
に
な
り
、

同
社
に
入
社
。
２
０
１
６
年
、

代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し

ま
し
た
。

　
同
社
は
当
初
、
様
々
な
水

産
加
工
品
を
製
造
す
る
会
社

で
し
た
が
、
ア
ジ
フ
ラ
イ
に

特
化
。「
ア
ジ
フ
ラ
イ
カ
ン

パ
ニ
ー
」
と
し
て
、
身
近
な

存
在
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
同
社
は
、
原
料
を
ほ
ぼ
境

港
で
調
達
し
、
手
作
業
を
主

体
と
し
た
丁
寧
な
仕
事
で
高

品
質
な
商
品
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
添
加
物

を
使
わ
ず
、
素
材
本
来
の
味

を
提
供
。

　
高
級
ク
ラ
フ
ト
ア
ジ
フ
ラ

イ
「
鯵
王
」
や
人
気
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
す
み
っ
コ
ぐ
ら
し
」

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

文
字
入
り
の
ユ
ニ
ー
ク
な
パ

ッ
ケ
ー
ジ
と
、
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
記
念
日
協
会
に
申
請

し
て
３
月
21
日
を
「
ア
ジ
フ

ラ
イ
の
日
」
に
制
定
。
社
内

敷
地
に
研
究
開
発
棟
も
設
置

し
、
更
な
る
進
化
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　「『
ア
ジ
フ
ラ
イ
と
言
っ
た

ら
角
屋
食
品
』
と
言
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

目
標
で
す
」
と
角
谷
社
長
。

　
そ
し
て
、
新
就
職
者
に
対

し
て
提
案
し
た
の
は
、
可
能

性
と
役
割
を
見
つ
け
て
欲
し

い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
角
谷
社
長
は
「
研
究
者
の

道
を
究
め
る
つ
も
り
が
、
会

社
を
経
営
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
分
自

身
が
知
ら
な
か
っ
た
自
分
を

発
見
し
た
の
で
す
。
偶
然
が

新
し
い
自
分
の
発
見
に
つ
な

が
り
ま
し
た
」
と
自
身
の
経

験
を
紹
介
。

　「
た
だ
し
、
計
画
性
が
な

け
れ
ば
、
偶
然
は
生
か
せ
ま

せ
ん
。
し
っ
か
り
計
画
を
立

て
て
、
そ
の
通
り
に
進
む
中

で
突
然
起
こ
る
偶
然
を
い
か

に
取
り
込
む
か
が
大
切
で
す
。

可
能
性
が
開
花
す
る
か
も
し

れ
な
い
と
思
っ
て
前
向
き
に

と
ら
え
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
「
社
会
人
と
し
て
自

立
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

責
任
と
自
覚
を
持
っ
て
欲
し

い
。
そ
し
て
、
会
社
や
社
会

の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

し
っ
か
り
果
た
す
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
指
摘
。

　
最
後
に
「
皆
さ
ん
に
見
つ

け
て
欲
し
い
こ
と
は
、
可
能

性
と
役
割
で
す
。
か
な
ら
ず

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
新
社
会
人
に
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

山
陰
化
成
工
業 

福
島
専
務
が
就
任

職
務
執
行
者
が
変
更

境
港
商
議
所
議
員

　
当
社
は
、
１
９
５
５
年(

昭

和
30
年)

に
山
﨑
紙
業
㈱
と

し
て
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

私
の
祖
父
で
あ
る
山
﨑
孝
信

が
、
家
族
の
幸
福
と
地
域
の

豊
か
な
生
活
や
社
会
に
貢
献

す
る
と
い
う
志
で
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
す
。

　
市
内
の
中
町
と
浜
ノ
町
に

店
を
構
え
、
家
庭
の
生
活
必

需
品
で
あ
る
、落
と
し
紙(

ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー)

や
洗

剤
、
包
装
資
材
、
日
用
雑
貨
、

文
具
を
中
心
に
取
り
扱
い
ま

し
た
。
近
隣
地
域
や
隠
岐
の

島
な
ど
で
地
域
に
密
着
し
て

販
売
し
、
配
達
ま
で
行
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　
１
９
６
９
年(

昭
和
44
年)

に
㈱
や
ま
さ
き
へ
改
称
。
時

代
と
共
に
取
扱
商
品
や
物
量

も
増
え
、
同
時
に
早
さ
も
要

求
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
１

９
７
１
年(

昭
和
46
年)

に
、

米
子
総
合
卸
セ
ン
タ
ー(

米

子
市
両
三
柳)

内
に
物
流
の

拠
点
と
な
る
倉
庫
機
能
を
持

っ
た
米
子
営
業
所
を
併
設
し

ま
し
た
。

　
１
９
７
９
年(

昭
和
54
年)

に
父
で
あ
る
山
﨑
康
史
が
社

長
に
就
任
し
、
こ
れ
ま
で
の

卸
売
り
中
心
の
体
制
か
ら
、

事
業
所
を
中
心
と
し
た
販
売

に
注
力
し
始
め
ま
す
。

　
事
業
所
の
必
需
品
で
あ
る

紙
製
品
や
文
具
事
務
用
品

(

コ
ク
ヨ)

、
オ
フ
ィ
ス
家
具

(

オ
カ
ム
ラ)

、
Ｏ
Ａ
機
器(

リ

コ
ー)

、業
務
用
洗
剤(

花
王)

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
、㈱
や
ま
さ
き(

浜

ノ
町)

の
創
業
を
山
㟢
慎

也
社
長
に
伺
い
ま
し
た
。

創業の創業の 19

必要な企業であり続けたい
― やまさき ―

頃

な
ど
、
幅
広
い
商
品
を
取
り

扱
い
、
国
の
機
関
や
県
西
部

地
区
の
行
政
機
関
、
事
業
所
、

病
院
・
施
設
や
学
校
な
ど
へ

と
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
大
学
時
代
に
パ
ソ
コ

ン
系
の
学
科
を
専
攻
し
、
大

学
卒
業
後
に
Ｏ
Ａ
機
器
メ
ー

カ
ー
へ
就
職
。
メ
ー
カ
ー
の

営
業
職
と
し
て
民
間
の
営
業

や
官
公
庁
営
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
び
、
１
９
９
９
年(

平

成
11
年)

に
帰
郷
し
、
当
社

に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
２
０
１
２
年(

平
成
24
年)

、

社
長
に
就
任
し
、
こ
れ
ま
で

培
っ
た
会
社
の
強
み
と
営
業

経
験
を
生
か
し
、
鳥
取
県
西

部
を
中
心
に
、
山
陰
地
区
も

視
野
に
入
れ
、
東
は
鳥
取

市
、
西
は
出
雲
市
ま
で
配

送
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
共

に
ご
縁
が
あ
り
、
日
頃
か

ら
当
社
と
お
取
り
引
き
い

た
だ
い
て
い
る
お
客
様
、

仕
入
先
で
あ
る
取
引
メ
ー

カ
ー
様
お
よ
び
協
力
会
社

様
、
こ
れ
ま
で
社
業
発
展

に
尽
力
さ
れ
た
社
員
の
皆

様
、
様
々
な
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
て
、
今
日
が
あ
る

こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
地

域
に
必
要
と
さ
れ
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
企
業
と
な

る
よ
う
、
社
員
と
共
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。(

談)

企業経営に役に立つ

Webセミナー配信中Webセミナー配信中Webセミナー配信中
ー 境港商議所 ー

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
経

営
に
役
立
つ
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ

ー
を
無
料
配
信
中
。
会
員
事

業
所
の
皆
様
の
経
営
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

　
会
社
や
自
宅
に
居
な
が
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
見
た

い
セ
ミ
ナ
ー
が
い
つ
で
も
視

聴
で
き
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の

ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
も
利
用

が
可
能
で
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
経
営
実
務
、

一
般
経
営
、
税
務
、
経
理
、

人
材
育
成
、
環
境
、
政
治
・

経
済
な
ど
、
幅
広
い
内
容
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
ジ
ャ
ン
ル

別
に
タ
イ
ト
ル
を
検
索
で
き

る
の
で
、
知
り
た
い
情
報
が

す
ぐ
に
見
つ
か
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

「
さ
か
い
み
な
と
ポ
ー
タ

ル
」
で
検
索)

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、
境

港
商
工
会
議
所
相
談
課(

☎

44
―
１
１
１
１)

ま
で
。

　
境
港
商
工
会
議
所
の
議
員

の
う
ち
、
こ
の
た
び
山
陰
化

成
工
業
㈱
の
職
務
執
行
者
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
任
期

は
、
２
０
２
５
年
10
月
31
日

ま
で
。

　
新
し
い
職
務
執
行
者
は
、

次
の
通
り
で
す(

敬
称
略)

。

福
島
光
春(

ふ
く
し
ま
・
み
つ

は
る)
▽
事
業
所
＝
山
陰
化

成
工
業
㈱(
境
港
市
昭
和
町)

▽
役
職
＝
専
務
取
締
役
▽
変

更
年
月
日
＝
２
０
２
３
年
４

月
１
日
▽
前
任
者
＝
濱
浩
二

(

現
・
代
表
取
締
役
社
長)

　鳥取県は「とっとり企業支援ネットワー
ク」を構成して、中小企業や小規模事業者の
皆さんを支援しています。同ネットワークは
県内20の機関が連携して、総合的かつ、集中
的な支援を行うものです。
　詳しくは、境港商工会議所相談課(☎４４
－１１１１)まで。

県内機関が連携して支援
とっとり企業支援ネットワーク

新
社
会
人
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
た
角
谷
直
樹
社
長
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境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
購
入
で
き
る

の
か
を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
友
田

セ
ー
リ
ン
グ
㈱(

竹
内
団
地
、
友
田
博
社
長)

の
製
造
す
る
商

品
で
す
。

　
同
社
は
、
境
港
で
水
揚

げ
さ
れ
る
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

を
中
心
に
水
産
物
の
加
工

販
売
を
主
に
行
っ
て
い
ま

す
。
業
務
用
の
取
り
扱
い

が
多
い
の
で
す
が
、「
か

に
の
と
ろ
丼
」
と
「
か
に

み
そ
」
を
一
般
消
費
者
向

け
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
カ
ニ
は
殻
が
あ
っ
て
食
べ

に
く
い
と
い
う
印
象
が
あ
る

中
、
同
社
は
「
ネ
ギ
ト
ロ
の

イ
メ
ー
ジ
で
カ
ニ
を
家
庭
で

簡
単
に
食
べ
て
も
ら
い
た

い
」
と
の
思
い
で
か
に
の
と

ろ
丼
を
開
発
。

　
同
商
品
は
、
新
鮮
な
国
産

紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
む
き
身
を

た
っ
ぷ
り
使
用
。
特
許
を
取

得
し
た
製
法
で
カ
ニ
本
来
の

旨
み
に
加
え
、
と
ろ
け
る
食

感
と
深
い
味
わ
い
が
楽
し
め

る
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
調

理
方
法
は
解
凍
し
て
、
ご
飯

の
上
に
か
け
る
だ
け
。

　
ま
た
、
か
に
み
そ
は
一
般

的
に
酒
の
つ
ま
み
な
ど
に
好

ま
れ
ま
す
が
、
同
社
は
「
女

性
や
お
子
さ
ん
に
も
食
べ
て

も
ら
い
た
い
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
食
べ
や
す
さ
を
追
求
し

ま
し
た
。
レ
ト
ル
ト
食
品
な

の
で
常
温
で
保
存
で
き
、
食

べ
き
り
サ
イ
ズ
で
す
。
ま
た
、

鍋
料
理
や
み
そ
汁
に
ち
ょ
っ

と
入
れ
る
だ
け
で
、
コ
ク
の

あ
る
深
い
味
わ
い
や
風
味
が

増
し
ま
す
。

　
２
品
と
も
丸
合
タ
ー
ミ
ナ

ル
店
、
Ｈ
ｏ
ｋ
、
い
し
か
わ

と
い
っ
た
ス
ー
パ
ー
や
境
港

水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
、
米

子
鬼
太
郎
空
港
内
の
氷
温
食

品 

ダ
イ
マ
ツ
な
ど
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
社
西
日
本
営
業
グ
ル
ー

プ
の
寺
澤
潤じ

ゅ
ん

次
長
は
「
カ

ニ
の
水
揚
げ
が
日
本
一
の

境
港
で
も
カ
ニ
は
、
簡
単

に
は
食
べ
に
く
い
と
思
い

ま
す
。
当
社
の
商
品
で
、

地
元
で
水
揚
げ
さ
れ
る
水

産
品
を
手
軽
に
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

47
―
２
１
０
０)

ま
で
。

　
境
港
商
工
会
議
所
と
鳥
取

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、
個

別
経
営
相
談
会
を
毎
月
1
回
、

第
2
火
曜
日
に
開
催
し
て
い

ま
す(

秘
密
厳
守
、
相
談
料

無
料)

。

　
同
相
談
会
５
月
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
５
月
９
日
㈫
　
午
後

１
時
～
４
時(

開
催
日
の
２

日
前
ま
で
の
予
約
が
必
要)

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

経
営
支
援
室(

境
港
市
上
道

町)相
談
員
　
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

(

当
日
は
、
１
人
体
制
で
す
。

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
各
分

野
の
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
引
き
継
ぐ
な
ど
、
チ
ー

ム
体
制
で
対
応
し
ま
す)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

リ
ハ
ビ
リ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

　
境
港
市
は
、
自
社
の
製
品

・
技
術
な
ど
の
販
路
や
受
注

の
拡
大
を
図
る
市
内
中
小
企

業
者
が
、
国
内
で
開
催
さ
れ

る
商
談
会
な
ど
へ
参
加
す
る

際
の
費
用
を
支
援
す
る
「
境

港
市
国
内
商
談
会
等
参
加
支

援
補
助
金
」
を
設
け
て
い
ま

す
。

　
同
補
助
金
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
事
業
　
自
社
の
製
品
な

ど
を
売
り
込
む
た
め
、
国
内

で
開
催
さ
れ
る
商
談
会
な
ど

に
参
加
す
る
事
業

対
象
経
費
　
▽
出
展
料(

オ

ン
ラ
イ
ン
商
談
会
な
ど
の
場

合
は
参
加
料
、
登
録
料
、
ペ

ー
ジ
掲
載
料)

▽
小
間
の
装

飾
費
、
備
品
な
ど
の
リ
ー
ス

料
▽
展
示
品
な
ど
の
輸
送
費

助
成
率
　
対
象
経
費
の
10
分

の
10(

上
限
＝
５
万
円)

対
象
事
業
者
　
①
境
港
市
内

に
事
業
所
を
有
す
る(

個
人

の
場
合
は
、
あ
わ
せ
て
境
港

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る)

中
小
企
業
者
で
あ
る
こ
と
②

境
港
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ

と
な
ど

注
意
事
項
　
▽
国
内
商
談
会

な
ど
に
参
加
す
る
前
に
、
市

か
ら
事
業
の
指
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
事

前
に
、
市
水
産
商
工
課
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
▽
補
助
金

の
利
用
は
、
１
年
度
に
つ
き

２
回
ま
で
で
す

　
詳
し
く
は
、
市
水
産
商
工

課
商
工
振
興
係(

☎
47
―
１

０
５
６)

へ
。

国内商談会出展を支援

販路・受注の拡大に力

ー 境 港 市 ー

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

個
別
経
営
相
談
会

５
月
９
日
開
催

　

２
０
１
７(

平
成
29)

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
Ａア

ル

コ

ｒ
ｃ
ｏ

―
Ｉイ

リ

ス

ｒ
ｉ
ｓ
同同（  ）(

福
本
瑞
穂
社
長)

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン 

リ
ハ
ビ
り
す(

外
江
町)

。
軽
負
荷
の
マ
シ
ン

を
使
っ
て
、
普
段
使
っ
て
い
な
い
筋
肉
を
正
し
く
動
か
す

「
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
」
が
で
き
る
施
設
で
す
。
今
回
は
、
福

本
社
長
に
同
施
設
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

明るい雰囲気の半日デイサービス
― デイサービスステーションリハビりす ―

体験レポート体験レポート 自立した快適な暮らしの実現へ

　
同
施
設
は
「
半
日
運
動
特

化
型
」
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
運
営
さ
れ

て
お
り
、
介
護
認
定
を
受
け

た
50
歳
代
か
ら
90
歳
代
ま
で

の
幅
広
い
年
齢
の
人
が
利
用

し
て
い
ま
す
。

　
基
本
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
血
圧
測
定
や
問
診
を
行

う
健
康
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
始
ま

り
、
準
備
体
操
を
行
っ
た
後

で
リ
ハ
ビ
リ
に
入
っ
て
い
き

ま
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
６
種
類
の

マ
シ
ン
を
使
っ
て
、
非
常
に

軽
い
負
荷
で
行
う
パ
ワ
ー
リ

ハ
ビ
リ
、
岩
盤
足
浴
と
併
せ

て
温
熱
パ
ッ
ク
で
体
の
芯
ま

で
温
め
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
、
空
気
圧
で
の
下
肢
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
器
具
を
使
っ
て
皆

で
体
操
を
す
る
グ
ル
ー
プ
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
で
す
。

　
続
い
て
、
嚥え

ん

下げ

能
力
を
維

持
す
る
た
め
の
口
腔
体
操
を

行
い
、
最
後
は
好
き
な
飲
み

物
を
お
菓
子
と
一
緒
に
楽
し

む
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
に
な
り
ま

す
。

　
同
施
設
の
特
徴
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
パ
ワ
ー
リ
ハ

ビ
リ
は
「
動
か
な
く
な
っ
て

い
る
筋
肉
な
ど
は
動
き
方
を

忘
れ
て
い
る
」
と
い
う
前
提

の
も
と
、
動
き
方
を
思
い
出

さ
せ
る
よ
う
な
運
動
を
行
う

リ
ハ
ビ
リ
で
す
。

　
起
立
・
着
席
動
作
の
改
善
、

歩
行
の
安
定
性
向
上
、
姿
勢

の
改
善
に
効
果
が
あ
る
運
動

を
、
マ
シ
ン
の
角
度
、
負
荷

の
重
さ
、
椅
子
の
高
さ
な
ど

を
そ
の
人
に
合
わ
せ
て
設
定

し
、
実
施
し
ま
す
。
３
カ
月

で
姿
勢
や
歩
き
方
が
目
に
見

え
て
改
善
す
る
と
の
こ
と
。

　
動
作
性
の
低
下
や
体
力
低

下
を
改
善
し
、
最
終
的
に
は
、

行
動
が
活
発
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

　
福
本
社
長
は
「
皆
さ
ん
の

健
康
寿
命
を
少
し
で
も
伸
ば

せ
る
よ
う
手
助
け
が
で
き
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
気
軽

に
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
施
設
は
65
歳
以
上
の
す

べ
て
の
皆
さ
ん
が
対
象
と
な

っ
て
い
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
明

る
い
雰
囲
気
の
半
日
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
、
一
度
見
学
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
詳
し
く
は
、
同
施
設(

☎

36
―
８
２
５
５)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

境港発商品

発見

友
田
セ
ー
リ
ン
グ

か
に
の
と
ろ
丼

か
に
み
そ

両商品を手にする寺澤潤次長

　境港商工会議所・知財無料相
談会５月のあらましは、次の通り
です。
日時 ５月10日㈬ 午後１時～４時
場所 境港商工会議所・経営支援室
　詳しくは、境港商工会議所相
談課(☎４４－１１１１)へ。

知財無料相談会
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スポットライトスポットライト

内
視
鏡
手
術
の
幅
広
が
る

山
根
医
師
が
着
任
済生会境港
総 合 病 院

技
術
認
定
医

　
地
元
の
水
産
加
工
品
や
特

産
品
を
中
心
と
し
た
食
の
祭

典
「
第
７
回 

境
港
お
さ
か

な
ロ
ー
ド
大
漁
祭
」
が
５
月

20
日
と
21
日
、
同
ロ
ー
ド
境

水
道
沿
い
海
岸
通
り
周
辺
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
主
催
は
、

同
ロ
ー
ド
大
漁
祭
実
行
委
員

会(

佐
名
木
知
信
委
員
長)

で
す
。

　
お
さ
か
な
ロ
ー
ド
は
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
に
隣
接
す
る

通
り
を
含
む
約
２
・
５
㌔
の

海
岸
通
り
で
、
お
さ
か
な
オ

ブ
ジ
ェ
が
30
体
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
、

お
さ
か
な
ロ
ー
ド
の
周
知
と

海
岸
通
り
の
に
ぎ
わ
い
創
出

で
す
。
大
漁
祭
の
成
功
に
向

け
て
、
実
行
委
員
会
は
着
々

と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
祭
の
あ
ら
ま
し
は
、
次

の
通
り
で
す
。

日
時
　
５
月
20
日
㈯
・
21
日

㈰
　
両
日
と
も
午
前
10
時
～

午
後
４
時

会
場
　
境
港
お
さ
か
な
ロ
ー

ド
境
水
道
沿
い
海
岸
通
り

(

境
港
市
相
生
町
付
近
、
Ｈ

Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
三
光
丸
境

港
前)

内
容
　
歌
、
踊
り
、
太
鼓
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
多

彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
、

Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
を
中
心
に
、

食
事
を
提
供
す
る
ブ
ー
ス
な

ど
が
多
数
出
店
し
ま
す
。
ま

た
、
鮮
魚
の
つ
め
放
題
や
中

国
地
方
整
備
局
境
港
湾
・
空

港
整
備
事
務
所
の
港
湾
業

務
艇｢

は
く
し
ゅ
う｣
で

の
港
内
見
学
会
も
予
定

　
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会

事
務
局(

喫
茶
ク
ロ
内
・
☎

44
―
２
０
８
６)

ま
で
。

海岸通りの賑わい創出へ

食を中心に多彩なイベントで盛り上げ

５月20日・21日 大 漁 祭
おさかなロード

　
山
根
医
師
は
、
日
本
内
視

鏡
外
科
学
会
が
認
定
し
た
技

術
認
定
医
。
腹
腔
鏡
下
手
術

の
経
験
が
多
数
あ
り
、
手
術

を
適
正
か
つ
安
全
に
で
き
る

こ
と
や
他
の
医
師
を
指
導
で

き
る
こ
と
が
認
定
の
要
件
で
、

合
格
率
は
25
㌫
か
ら
28
㌫
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
同
病
院
で
は
、

胆
の
う
と
虫
垂
炎
の
内
視
鏡

手
術
は
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
胃
や
大
腸
の
疾

患
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
の

内
視
鏡
手
術
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
内
視
鏡
手
術
は
、
腹
部
に

小
さ
な
穴
を
数
カ
所
開
け
、

腹
腔
鏡
と
い
う
カ
メ
ラ
や
器

具
を
挿
入
し
て
切
除
す
る
手

「皆さんのお役に立てれば」と話す山根成之医師

術
で
す
。
痛
み
が
少
な
く
、

傷
跡
が
と
て
も
小
さ
い
た
め
、

美
容
上
に
良
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
手
術
後
の
回

復
が
早
い
た
め
、
早
く
退
院

で
き
ま
す
。

　
同
病
院
は
最
新
鋭
の
機
器

も
導
入
し
ま
し
た
。
患
部
の

周
り
を
広
範
囲
に
み
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
難

し
い
症
例
も
内
視
鏡
手
術
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

山
根
医
師
の
指
導
の
も
と
で
、

２
人
の
医
師
が
内
視
鏡
手
術

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
山
根
医
師
は
「
消
化
器
外

科
医
療
で
、
境
港
市
民
の
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
病
院
で
は
毎
週

木
曜
日
の
午
前
中
は
鳥
取
大

学
病
院
の
腎
臓
専
門
医
に
よ

　
オ
ー
プ
ン
１
周
年
を
迎
え

た
「
お
う
ち
ご
は
ん
。
ス
ミ

た
」
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、

お
う
ち
の
食
卓
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
手
作
り
料
理
を
日
替
わ

り
で
提
供
す
る
店
で
す
。

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の

押
し
商
品
を
紹
介
す

る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
「
お
う
ち
ご
は
ん
。
ス
ミ
た
」

(

上
道
町
、
角す

み
た
こ
ず
え

田
梢
代
表)

の
「
ス
ミ
た
定
食
」
で
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

お
う
ち
ご
は
ん
。ス
ミ
た

ス
ミ
た
定
食

　
メ
ニ
ュ
ー
の
中
心
は
ス
ミ

た
定
食
で
、
メ
イ
ン
料
理
３

種
か
ら
１
品
と
小
鉢
３
種
か

ら
２
品
を
チ
ョ
イ
ス
。
プ
ラ

ス
味
噌
汁
と
ご
は
ん
が
付
く

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
ラ
ン
チ

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院(

米
川
町
、
佐
々
木
祐
一
郎
病
院

長)

に
４
月
１
日
、
腹
腔
鏡
下
手
術
の
技
術
認
定
資
格
を
持

つ
消
化
器
外
科
専
門
医
・
山
根
成な

り

之ゆ
き

医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。

悪
性
疾
患
に
対
し
て
も
従
来
の
開
腹
手
術
で
は
な
く
、
内
視

鏡
を
駆
使
し
た
手
術
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

る
診
察
が
あ
り
ま
す
。
腎
臓

に
不
安
の
あ
る
人
は
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す(

予
約
制
）。

　
さ
ら
に
、
毎
週
月
・
水
・

金
曜
日
の
午
前
中
は
、
同
病

院
の
女
性
診
療
科
医
師
が
婦

人
科
診
察
を
行
い
ま
す(

予

約
制)

。

　
詳
し
く
は
、
済
生
会
境
港

総
合
病
院(

☎
42
―
３
１
６

１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

山
根
成
之(

や
ま
ね
・
な
り

ゆ
き)

氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　

米
子
市
出
身
。
鳥
取
大
学
医

学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学
附

属
病
院
第
一
外
科(

消
化
器

外
来)

に
入
局
。
関
連
の
病

院
で
勤
務
後
、
こ
と
し
４
月

１
日
か
ら
境
港
済
生
会
総
合

病
院
に
入
局
。
54
歳
。

メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　
メ
イ
ン
料
理
の
中
で
角
田

店
主
イ
チ
オ
シ
の
ハ
ン
バ
ー

グ
は
常
時
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、

な
お
か
つ
一
番
の
人
気
メ
ニ

ュ
ー
。
肉
々
し
い
の
に
ふ
わ

っ
と
柔
ら
か
な
ハ
ン
バ
ー
グ

に
、
ほ
ん
の
り
甘
い
絶
妙
な

ソ
ー
ス
が
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
、
最
初
に

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
一

品
で
す
。

　
ス
ミ
た
定
食
は
、
内
容
は

何
パ
タ
ー
ン
に
も
な
り
、
毎

日
食
べ
て
も
飽
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
日
々
、

新
メ
ニ
ュ
ー
を
模
索
中
で
、

今
後
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に 

も
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。
ほ

か
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
特
製

ニ
ラ
ダ
レ
の
「
卵
か
け
ご
飯

定
食
」
も
お
す
す
め
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
環
と
し
て

フ
ー
ド
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
、

食
材
が
残
っ
た
時
だ
け
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
で
販
売
し
ま
す
。

そ
の
時
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム(ouchi_gohan22.0427)

ス
ト
ー
リ
ー
で
告
知
。
ま
た
、

毎
月
末
に
行
っ
て
い
る
「
月

一
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
も
好
評

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
店(

☎
０

５
０
―
３
６
９
２
―
１
８
１

５)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ふわっと柔らかいハンバーグ

海
岸
通
り
に
足
を
運
ぶ
大
勢
の
皆
さ
ん

5
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境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

(

竹
内
団
地)

は
５
月
13
日
、

同
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
機
能
を
フ

ル
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
み

な
と
学
ぼ
ー(

防)

Ｄ
Ａ
Ｙ
２

０
２
３ 

～
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ 

Ｗ
ｏ
ｒ

ｋ(

ワ
ク
ワ
ク)

乗
り
物
大
集

合
！
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
防
災
や
災
害
活
動
で
地
域

の
暮
ら
し
を
支
え
る
消
防
署
、

警
察
署
、
海
上
保
安
庁
、
自

衛
隊
、
鳥
取
大
学
附
属
病
院

５
月
は
「
自
転
車
月
間
」

ル
ー
ル
遵
守
と
マ
ナ
ー
向
上
を
境港警察署

　
境
港
中
野
港
漁
村
市
実
行

委
員
会(

佐
々
木
正
会
長)

は
今
年
度
、
同
漁
村
市
を
▽

５
月
13
日
㈯
▽
６
月
10
日
㈯

▽
７
月
８
日
㈯
▽
９
月
９
日

㈯
―
の
計
４
回
開
催
し
ま
す
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時

か
ら
11
時
。
魚
の
販
売
は
午

前
10
時
か
ら
で
、
売
り
切
れ

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
同
漁
村
市
は
大
山
を
望
み
、

漁
村
の
風
情
漂
う
中
野
港
の

活
性
化
を
目
的
に
11
年
前
か

ら
行
っ
て
い
る
県
内
初
の
漁

師
の
直
接
販
売
で
す
。

　
中
野
港
は
沿
岸
漁
業
の
基

地
で
、
沿
岸
に
し
か
い
な
い

多
種
多
様
な
四
季
折
々
の
魚

が
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。
沿

岸
漁
業
は
少
量
多
品
種
、
時

化
に
弱
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
や

ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
な
ど
を
水

揚
げ
す
る
沖
合
漁
業
と
比
べ

て
注
目
度
が
低
い
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
課
題
を
解
決
し
、
こ

こ
で
し
か
水
揚
げ
さ
れ
な
い

魚
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
始
ま
っ
た
の
が
同
漁
村

市
で
す
。
漁
師
が
自
ら
魚
の

良
さ
を
伝
え
る
た
め
、
と
れ

た
て
の
季
節
の
魚
を
直
売
し

ま
す
。「
ど
こ
で
獲
れ
た
の

か
」
な
ど
の
や
り
取
り
す
る

の
も
醍
醐
味
で
す
。

　
今
回
の
漁
村
市
で
は
、
５

月
の
開
催
日
に
美
保
湾
で
養

殖
さ
れ
る
今
が
旬
の
境
港
サ

ー
モ
ン
を
漁
村
市
価
格
で
限

定
販
売
。
絣
の
小
物
展
示
、

惣
菜
、
野
菜
販
売
、
海
の
生

き
物
に
触
れ
る
タ
ッ
チ
ン
グ

プ
ー
ル
や
試
食
も
あ
り
、
お

子
さ
ま
連
れ
で
も
楽
し
め
る

コ
ン
パ
ク
ト
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
漁
業
者
で
あ
る
佐
々
木
会

長
は
「
俺
た
ち
が
寝
ず
に
獲

っ
て
き
た
魚
を
食
べ
て
ご
し

な
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会
事
務
局(

鳥
取
県
漁
協
境

港
支
所
内
・
☎
44
―
０
２
２

５)

ま
で
。

の
協
力
で
、
は
し
ご
車
、
パ

ト
カ
ー
、
巡
視
船
、
自
衛
隊

車
両
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
展

示
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
地
元
の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
や
物
販
店
も
出
店
。
1

日
を
通
し
て
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
！

　
同
イ
ベ
ン
ト
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
５
月
13
日
㈯
　
午
前

10
時
～
午
後
３
時(

緊
急
出

動
、
天
候
な
ど
で
イ
ベ
ン
ト

内
容
が
変
更
、
中
止
と
な
る

場
合
あ
り)

場
所
　
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ

５月８日㈪ 　　　午後 産業医

５月10日㈬ 午前　 　 産業医

５月11日㈭ 　　　午後 産業医

５月15日㈪ 　　　午後 産業医

５月18日㈭ 　　　午後 産業医

５月25日㈭ 　　　午後 産業医

沿岸の新鮮な魚を提供する佐々木正会長

５
月
13
日
ス
タ
ー
ト

さ
か
い
み
な
と
中
野
港
漁
村
市

ナ
ル
お
よ
び
駐
車
場(

境
港
市

竹
内
団
地)

参
加
費
　
無
料

　
イ
ベ
ン
ト
内
容
な
ど
、
詳

し
く
は
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ

ナ
ル(

☎
46
―
０
６
８
８)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
５
月
は
「
自
転
車
月
間
」

で
す
。
昨
年
、
県
内
で
は
自

転
車
の
関
係
す
る
交
通
事
故

が
90
件
発
生
し
ま
し
た
。
境

港
警
察
署
は
、
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
向
上

の
た
め
、
次
の
項
目
の
実
行

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

〇 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
「
Ｓ
Ｇ
マ

ー
ク
」
な
ど
、
安
全
性
を
示

す
マ
ー
ク
の
つ
い
た
も
の
を

使
用
し
、
あ
ご
ひ
も
を
確
実

に
締
め
て
正
し
く
着
用
し
ま

し
ょ
う

〇 

自
転
車
事
故
で
最
も
多
い

の
は
交
差
点
で
の
出
会
い
頭

事
故
で
す
。
一
時
停
止
や
徐

行
す
る
な
ど
し
て
、
安
全
確

認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

〇 

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、

明
る
い
服
装
や
反
射
材
用
品

を
身
に
着
け
、
安
全
な
速
度

で
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

〇 

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故

で
も
多
額
の
賠
償
金
が
生
じ

る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
自

転
車
損
害
賠
償
保
険
な
ど
に

加
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

ま
で
。

パトカーや巡視船も

地域支える乗り物集結
ー 境夢みなとターミナル ー

迫力あるはしご車も登場

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健康
や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

５月の相談日

　
境
港
観
光
協
会
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
、
Ｈ
Ｐ
な
ど
、

Ｗ
ｅ
ｂ
を
通
し
た
情
報
発
信

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
普
通
の
観
光

情
報
発
信
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
れ
を
支
え
る
地
域
の「
人
」

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
深
掘
り

す
る
新
た
な
動
画
制
作
の
取

り
組
み
も
ス
タ
ー
ト
。

　
１
回
目
は
、
飲
食
店
店
主

の
枠
を
超
え
た
様
々
な
活
動

を
行
い
、
ブ
ロ
グ
な
ど
を
通

じ
て
そ
の
熱
意
を
伝
え
続
け

て
い
る
味
処
美
佐
同同
社
長
の

濱
野
政
和
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
濱
野
さ
ん
が
講

師
を
務
め
る
境
港
総
合
高
校

食
品
・
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
課
題

研
究
で
の
取
り

組
み
も
取
り
上

げ
ま
す
。

　
同
観
光
協
会

は
、
濱
野
さ
ん

の
授
業
風
景
や

生
徒
さ
ん
た
ち

の
課
題
研
究
、

中
野
港
漁
村
市

や
ま
ぐ
ろ
感
謝

祭
な
ど
、
参
加

す
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を

追
い
か
け
、
境
港
の
水
産
業

の
将
来
を
担
う
生
徒
の
皆
さ

ん
の
成
長
を
伝
え
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
濱
野
さ
ん
の
熱
意

が
生
徒
さ
ん
た
ち
に
伝
わ
っ

て
い
く
様
や
生
徒
さ
ん
た
ち

の
変
化
や
成
長
を
リ
ア
ル
に

視
聴
者
に
届
け
る
こ
と
で
、

境
港
の
フ
ァ
ン
を
さ
ら
に
増

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
密
着
期
間
は
概
ね
１
年
間
。

収
録
し
た
動
画
は
順
次
編
集

し
、
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
同
観

光
協
会
の
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル(

「
境
港

観
光
ガ
イ
ド
」
で
検
索)

で

公
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
観
光
協
会

(

☎
47
―
３
８
８
０)

ま
で
。

課
題
研
究
を
指
導
す
る
濱
野
政
和
さ
ん（
右
）

第１弾は濱野政和さん

地元を盛り上げる人材にスポット
境港観光協会が新動画企画
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東京製綱株式会社代理店
膨張式救命いかだ
整備事業場

株式会社昭 和 船 具 店
代表取締役 門　永　康一郎

境港市相生町 10 番地　TEL(0859)44－5511（代）
FAX(0859)42－6769　E－mail:showa@chic.ocn.ne.jp

運輸局認定

TEL0859-42-4420
〒684-0032 鳥取県境港市元町25

土地・建物売りたい方大募集！！
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事務局 ： 〒６８４－００３３ 境港市上道町３１４７
電　話 ： ４４－２７００　ＦＡＸ ： ４４－４６４９
Ｅ-mａｉｌ ： sakaijc@chukai.ne.jp
ホームページ ： http://www.sakaiminato-jc.com/

（一社）境港青年会議所

検索境港青年会議所

（一社）境港青年会議所　ＪＣプレス

　
２
月
６
日
、
ト
ル
コ
南
東

部
と
シ
リ
ア
北
部
の
広
い
範

囲
で
、
強
い
地
震
が
発
生
。

ま
た
、
そ
の
後
の
余
震
も
あ

り
、
同
地
域
で
６
０
０
０ 

棟
以
上
の
ビ
ル
が
倒
壊
し
、

４
万
人
を
超
え
る
多
数
の
死

傷
者
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
我
々
、
青
年
会
議
所
の
仲

間
で
あ
る
ト
ル
コ
青
年
会
議

所
の
メ
ン
バ
ー
も
被
災
し
、

会長公式訪問例会に参加した皆さん

日
本
青
年
会
議
所
に
支
援
要

請
が
来
て
い
る
状
況
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
東
日
本
大
震

災
な
ど
、
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
際
に
海
外
か
ら
多
く
の
支

援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
恩
に
報
い
る
た
め
、
こ

の
た
び
、
当
会
は
被
災
さ
れ

た
皆
様
へ
の
支
援
と
し
て
募

金
活
動
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
３
月
21
日
に
、

み
な
と
テ
ラ
ス

(

上
道
町)

で
行

わ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
「
ト
ト
ト
ト

２
０
２
３
」
の

会
場
で
募
金
活

動
を
実
施
。
ま

た
、
３
月
22
日

に
は
境
港
市
役

所(

上
道
町)
前

　
境
港
青
年
会
議
所
は
３
月

11
日
、
み
な
と
テ
ラ
ス
で
、

(

公
社)

日
本
青
年
会
議
所

中
国
地
区
鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
の
２
０
２
３
年
度
会
長

公
式
訪
問
例
会
を
行
い
ま
し

た
。

　
鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の

伊
東
英
知
郎
会
長
を
は
じ
め
、

運
営
メ
ン
バ
ー
が
当
会
の
例

会
に
参
加
し
、
当
会
を
含
め

た
県
内
五
つ
の
青
年
会
議
所

で
協
力
し
て
行
う
活
動
の
思

い
や
方
針
、
事
業
な
ど
を
説

明
し
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
懇
親
会
を
Ｈ
Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
三
光
丸(

相
生

町)

で
開
催
。
親
睦
を
深
め
、

境
港
を
よ
り
多
く
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
会
か
ら
も
副
会
長
と
し

て
平
野
陽
平
君
、
監
査
に
丸

山
誉
覚
君
、
委
員
長
に
山
内

一
也
君
を
は
じ
め
９
人
が
同

協
議
会
に
出
向
中
で
す
。
境

港
か
ら
鳥
取
県
へ
と
地
域
の

た
め
の
活
動
が
で
き
る
よ
う

皆
、
一
層
精
進
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

支援の募金活動を展開
トルコ・シリア大地震

と
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
―
プ
ラ
ン
ト

５(

竹
内
団
地)

前
で
街
頭

募
金
を
行
い
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
３
月
か
ら
４
月

に
か
け
て
の
２
カ
月
間
、
募

金
箱
を
設
置
。
設
置
し
た
場

所
は
▽
千
代
む
す
び
酒
造
岡

空
本
店(

大
正
町)

▽
め
し
く

う
と
こ
ろ
ふ
く(

上
道
町)

▽

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
＆
ス
タ
ジ
オ

ユ
ミ
ナ
24(

夕
日
ヶ
丘)

▽
当

会
事
務
局(

上
道
町)

―
の
４

カ
所
で
す
。

　
募
金
箱
の
設
置
や
募
金
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
寄
付
金
は
、
境

港
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
、

日
本
赤
十
字
社
の
開
設
す
る

２
０
２
３
年
ト
ル
コ
・
シ
リ

ア
地
震
救
援
金
口
座
に
入
金

し
ま
す
。

鳥取ブロック協議会会長

活動方針など説明
会長公式訪問例会

募
金
活
動
を
激
励
す
る
伊
達
憲
太
郎
市
長（
右
）

　

こ
の
た
び
、
境
港
青
年
会
議
所
に
３
人
の
新
入
会
員
が
誕

生
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ご
あ
い
さ
つ

新
入
会
員

 

福
嶋
隆
爾(

ふ
く
し
ま
・
り
ゅ
う
じ)

　
光
祐
寺

　
　  （
境
港
市
馬
場
崎
町
）

　
十
数
年
前
か
ら
境
港
に
戻

り
、
自
坊
・
光
祐
寺
の
副
住

職
と
し
て
寺
の
法
務
に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。
日
頃
は
寺
を

通
じ
檀
家
さ
ん
と
関
わ
り
合

う
機
会
と
ご
縁
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
昨
年
勧
誘
を

受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

約
３
カ
月
の
研
修
会
員
期
間

を
経
て
、
こ
の
た
び
境
港
青

年
会
議
所
の
一
員
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
会
員
と
交
流
し
て
い
く
中

で
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
す
る
姿
勢
」や「
積

極
的
に
行
動
し
て
い
く
姿
を

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
」
を

教
わ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
新
た
に
、
境
港
青

年
会
議
所
を
通
じ
て
様
々
な

　
１
月
に
正
会
員
と
し
て
入

会
し
ま
し
た
。
右
も
左
も
わ

か
ら
な
い
私
を
、
温
か
く
迎

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

 

川
本 

龍(

か
わ
も
と
・
り
ゅ
う)

　
㈲
研
創
板
金

　
　
　  （
境
港
市
外
江
町
）

関
わ
り
合
い
を
持
ち
、
そ
の

つ
な
が
り
を
良
縁
と
で
き
る

よ
う
に
自
己
研
鑽
と
奉
仕
の

精
神
を
高
め
て
、
地
域
貢
献

の
活
動
を
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
だ
、
色
々
と
分
か
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
優

し
い
先
輩
の
皆
さ
ん
に
ご
指

導
い
た
だ
き
、
一
緒
に
境
港

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
１
９
９
０(

平
成

２)

年
の
創
業
以
来
、
地
元

に
根
付
い
た
建
築
板
金
業
者

と
し
て
屋
根
、
外
壁
、
板
金

工
事
な
ど
、
多
数
の
工
事
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
地
元
や
地
域
の
心
豊
か
な

街
づ
く
り
の
発
展
に
貢
献
し
、

令
和
の
時
代
を
走
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
３
カ
月
間
の
研
修
期
間
を

経
て
、
２
月
か
ら
正
会
員
に

 
金
田
健
彦(

か
ね
だ
・
た
け
ひ
こ)

　
山
陰
み
ら
い
税
理
士
法
人
境
港
事
務
所

　
　
　  （
境
港
市
明
治
町
）

な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
皆

様
が
一
丸
と
な
り
、
事
業
へ

取
り
組
む
姿
に
尊
敬
の
念
を

覚
え
ま
し
た
。
今
後
は
正
会

員
と
し
て
、
共
に
地
域
の
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
挑
戦
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
当
事
務
所
は
近
年
、
企
業

を
取
り
巻
く
環
境
が
急
速
に

変
化
し
て
い
く
中
、
会
計
業

務
の
効
率
化
を
通
じ
企
業
の

状
況
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把
握

し
経
営
に
活
か
し
て
も
ら
う

た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
や
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
を
活
用
し
た
会
計
シ

ス
テ
ム
の
導
入
サ
ポ
ー
ト
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
会
計
・
税
務
だ
け
で
な
く
、

経
営
者
の
良
き
相
談
相
手
と

な
れ
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

会員を募集中
　境港青年会議所
は、地域の課題解決
に向けた活動を共に
行う会員を募集して
います。 
　ご興味のある人
は、当青年会議所事
務局(☎44－２７００)
へ。また、公式ホーム
ページ(「境港青年
会議所」で検索)を
ご覧ください｡
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お祝いに、法事に

赤 飯 承ります赤 飯 承ります
和菓子専門店
ある処にぼたもち山
　　　　　　　　　（酒井商店直営）

要予約 42-2260

縁起の良いお餅縁起の良いお餅 誕生餅誕生餅誕生餅
1歳の誕生日に願いを込めて

1歳の誕生日には、一生涯食に不自由しない、一生健康に、一生
円満にとの願いを込めて1升餅（小餅1升分でもよい）を背負わ
せて、お祝いする縁起の良いお餅です。ご用命は「ある処にぼた
もち山」（要予約・☎42-2260）にご連絡ください。

㈱酒井商店  ☎0859－42－2258

ANA 搭乗手続き方法 変更！
2023年３月31日をもってANA SKiPサービスは終了しました。
それに伴い、以下の媒体は「保安検査場」や「搭乗口」通過時にご利用いただけません。

詳細はANA公式HPをご確認ください。https://www.ana.co.jp/ja/jp/domestic/checkin/
ご不明な点はANA空港係員までお問い合わせください。

今後は
搭乗券（モバイル or 紙）
をご利用ください！

廃止媒体

● IC機能付媒体
　（ANAカード、おサイフケータイなど）
● eチケット控え　
● AMC会員証

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

5
月
の
イ
ベ
ン
ト

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
園
地
は
、

５
月
７
日
ま
で
開
催
中
で
す
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
動
物
オ
ブ

ジ
ェ
を
は
じ
め
、
ラ
イ
オ
ン

す
べ
り
台
や
巨
大
迷
路
、
遊

具
も
あ
り
、
見
て
、
遊
ん
で
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

迫
力
満
点
の
動
物
世
界
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
18
日
㈯
～
５
月

７
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後

５
時(

最
終
入
場
時
間
＝
午

後
４
時
30
分)

場
所
　
１
Ｆ 

多
目
的
ホ
ー

ル料
金
　
３
歳
以
上
＝
３
０
０

円(

３
歳
未
満
無
料)

　
予
約
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
、

詳
し
く
は
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

(

☎
47
―
３
８
０
０)

ま
で
。

　
前
回
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
境
港
天
然
本
マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ

推
進
協
議
会
の
『
ま
ぐ
ろ
Ｐ

Ｒ
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
﹄
は
、
さ
ら

っ
と
し
た
風
合
い
で
、
夏
に

う
れ
し
い
着
心
地
で
す
。
さ

て
、
そ
の
生
地
は
ど
れ
で
し

ょ
う
」
と
い
う
も
の
で
、
正

解
は
①
の
「
ド
ラ
イ
メ
ッ
シ

ュ
」
で
し
た
。

当
選
者(
敬
称
略)

　
▽
遠
藤

正解と当選者

　
企
業
経
営
の
改
革
に
向
け

た
言
葉
に
「
Ｄ
Ｘ
化
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
は
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の

略
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ

ー
タ
な
ど
を
活
用
し
て
、
製

品
、
サ
ー
ビ
ス
、 

ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
、
組
織
、
業
務
プ
ロ

セ
ス
の
改
革
に
つ
な
げ
る
も

の
で
す
。
た
だ
、
な
ぜ
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

(

変
革)

を
「
Ｘ
」
と
略
す
の

か
が
不
思
議
で
し
た
。
そ
の

理
由
が
最
近
、
よ
う
や
く
わ

か
り
ま
し
た
。「
ト
ラ
ン
ス

(trans)

」
は
「
交
差
す
る

(cross)

」
と
い
う
意
味
が

美
和
子(

外
江
町)

▽
足
立
秀

二(

中
野
町)

▽
堀
田
紀
代
美

(

東
雲
町)

▽
長
谷
川
成
子

(

竹
内
町)

▽
松
岡
大
介(

馬

場
崎
町)

▽
松
本
八
葉(

渡

町)賞
品
　
マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ
ポ
ロ
シ

ャ
ツ

ス
ポ
ン
サ
ー
　
境
港
天
然
本

マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ
推
進
協
議
会

(

昭
和
町)

あ
り
、
そ
のcross

を
ア
メ

リ
カ
で
は
Ｘ
と
表
現
す
る
の

だ
そ
う
で
す
。
Ｄ
Ｘ
化
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
、
活

用
で
き
る
人
材
の
育
成
、
全

社
的
な
運
営
体
制
の
構
築
な

ど
が
成
功
の
カ
ギ
と
な
る
よ

う
で
す
。
小
規
模
な
事
業
所

で
も
成
功
し
て
い
る
企
業
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
市
内

企
業
の
Ｄ
Ｘ
化
に
協
力
で
き
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次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　おうちごはん。スミた(境港市上道町)

５月10日㈬(当日消印有効)

スミた定食が人気の「おうちごはん。スミた」。
店主イチオシのふわっとした柔らかさが特徴
のメニューは次のうち、どれでしょう。(ヒン
トは５ページ)

賞品  「スミた定食」　５名様

① チャーハン
② ハンバーグ
③ バンバンジー
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商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】
代 表 者 	都田賢吾(みやこだ・けんご)
所 在 地	 境港市中野町５０７
	 Yashago Base(やしゃごベース)
営業時間	 平日10：00～17：00
　　　　　 (クラブメンバーは別)
休 　 日	 不定休
事業内容	 小中高生を対象とした民営クラブ
	 活動、コミュニティスペース運営

○創業のきっかけ？…当団体は「未来の境港の玄
やしゃご

孫たちが
幸せに暮らせる街であり続けるように、今を生きる大人
がやれることは何でもやろう！」と、1985年・86年に市
内の高校を卒業したメンバーで立ち上げたプロジェクト
です。玄孫とは曾

ひ

孫
まご

の子どものことを指します。今、こ
の時代を自分たちが幸せに暮らせるのは、５世代前の先
達が種を撒き、刈り取り、よく働き、子を育て、厳しい
時代を乗り越え、切り拓いてくれたからこそだと思うの
です。「それならば、同じことを自分たちもしなければな
らない！」との思いで活動をスタートしました。
○おすすめポイントは？…空き家を改装し、子どもたちが
社会を学べる秘密基地「YashagoBase(やしゃごベー
ス)」を４月２日にオープンしました。子どもたちの活
動が放課後からになるため、それまでは地域の皆さんに
も活用いただけるよう、足湯も作り、１階はコミュニティ
スペースとしても活用いただけます。
○お客様は？…具体的には市内にある高校２校、中学校３
校、小学校６校の子どもたちの地域活性化を活動目標と
したクラブですので、受益者は子ども達になります。そ
して、昼間は地域の皆さんに気兼ねなく楽しんでもらえ
れば幸いです。
○今後の事業展開（展望）？…まずは、一中校区から始めま
したが、この活動が軌道に乗ることが立証できれば、ニ
中校区、三中校区にも広げていきたいと思っています。そ
のための仲間になってくれる皆さんを広く募集しています。
○一言PR！…参加する子どもたちが「立場や年齢の違う
人たちとともに、幅広い知識を身に付け、全体像を考え、
これまでの知識や方法では解決できない課題に対する最
善解を導く力」を身に付けられる。そんな子どもたちを
境港から送り出したい。そんな思いで活動していきます！

足湯でゆったり

●
中野簡易郵便局

●
中野簡易郵便局

正福寺
●
正福寺
●

北
境港玄孫プロジェクト

←至上道駅 至R431→

やしゃごベースとメンバー

境港玄孫プロジェクト
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